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演題：H–導電性酸水素化物の物質探索 –現状と
今後の展望—

近年、酸化物の結晶格子内で水素がヒドリドイオン（H−）として安定に存在できることが
認識され、H−と酸化物イオン（O2−）がアニオン副格子を形成する酸水素化物が新しい
物質探索の対象として注目されている1,2)。結晶格子内に電子供与性の強いH−が導入

されることによって格子と電子の相互作用が大きく変化し、絶縁体から半導体や金属
への転移など、興味深い物性が報告されている2,3)。一方で、H−は電荷担体としても魅

力的な特徴を持つ。一般的に、固体内の高速イオン拡散を実現するためには担体とな
るイオンが1価であること、適度な大きさのイオン半径をもつことが重要であり、1価で
フッ化物イオンと同程度の大きさをもつH−は高イオン導電が期待できる。また、H–/H2の
標準酸化還元電位 (-2.25 V vs. SHE) がMg/Mg2+ (–2.38 V vs. SHE) と同程度であること
から、H–のイオン導電現象と酸化還元反応を利用した電池反応を実現することができ
れば、高エネルギー密度が得られる可能性がある｡本講演では、我々が開発したH–導
電性酸水素化物La2-x-ySrx+yLiH1-x+yO3-y (0 ≤ x < 1, 0 ≤ y ≤ 2) 4,5)と最近新たに見いだし
た新規物質6)を中心にH–導電体の物質開発の現状について紹介する。
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